
◯電カル 

受付一覧→表示条件:エコー 

エコーがある方が受付されると赤で表示される。 

電カルの入力はまだやらなくていいとのこと。 

 

◯流れ 

 

2 階待合でお待ちなので、エコーの袋(紙カルテ入れ)を預かる。 

朝、予約一覧が部屋にあるので、オーダーを確認する。 

部屋にある無記載の所見用紙に ID と名前(カナ)記入。 

エコー機に ID と名前入力。 

患者さん入れて検査開始。 

検査終わったら 2 階待合でお待ちいただく。 

所見用紙記入が終わったら、本人に袋を渡して 1 階受付に行ってもらう。 

 

検査空いている時間は、飛び込みでオーダーが入ることもある。 

その際は紙カルテ右側、本日指示の所に「腹部」や「くび」と記載されてくる。 

 

 

◯検査 

・腹部 

ルーチンカットは決まっていないため、好きなように撮影して良い。 

有所見は 1 画面一方向でも良い。 

中・高度脂肪肝は ATI 計測する。(引出しの Aprio flex マニュアルに検査方法記載あり) 

PFT、SFT 計測(リニアプローブにて。引出しに計測方法マニュアルあり) 

 

・頚動脈、甲状腺 

有所見のみプリント。 

甲状腺は腫大、萎縮を含め所見がなければ保存写真なくても良さそう。 

有所見は 1 画面一方向でも良い。 

頚動脈でプラーク無しの場合、「頚動脈狭窄疑い パルスドップラー法」と記載 


